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研究成果の概要（和文）：飼養管理方法の改善により水牛の育成期の成長が促進し、栄養水準の

向上により飼料効率が高まって部分肉や臓器の重量が増加することが示された。胸囲と腰角幅

から水牛の体重を精度よく推定することが可能となった。牛・水牛に給与される飼料の量や飼

料中の各種栄養素含量には季節的な変動が著しいが、栄養成分、消化率および嗜好性が既存の

飼料以上に良好で安価な粗飼料や製造粕類が存在し、それらを生産システムに組み込める可能

性が示された。 

 
研究成果の概要（英文）：Buffalo grew faster in the growing period by improving feeding 

management. The weight or percentages of some cut yields in the hot carcasses and internal 

organs of buffalo were increased by improving plane of nutrition. The body weight of 

buffalo could accurately be estimated by the heart girth and hip width. The amounts and 

nutrients of feed for cattle and buffalo were largely affected by seasons. Some roughage 

sources and food manufacturer’s by-products with superior nutrient composition, 

digestibility and palatability to conventional feeds can be utilized in improvement of 

cattle and buffalo production systems. 
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１．研究開始当初の背景 

熱帯アジアに広く分布する在来種の牛や水

牛の肉利用については改善すべき点が多い。

また、最も大きな問題は飼養管理条件と産肉

性との関係が不明確なことである。特に家畜

の成長中の栄養水準は発育と枝肉組成に大

きな影響を及ぼす上、排泄される窒素を始め

とした物質による環境負荷についても注意

を払う必要があるが、これらに関する試験研

究は少ない。 
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熱帯アジア地域の熱帯アジア地域の在来家

畜のなかで、水牛としてムラー系を、牛とし

てタイ‐ケダー牛を取り上げ、成長ステージ

ごとの栄養水準が、発育、肉量、エネルギー・

窒素の利用性、肉質に及ぼす影響を明らかに

するとともに、月齢・年齢と体重・体格測定

値との関係解析を行う。一方、家畜の育成や

肥育を行う際に利用可能な地場飼料資源に

関して探索を行う。 

 

３．研究の方法 

(1)ムラー系雑種雄水牛に対し、1%尿素処理イ

ナワラを飽食させた上で濃厚飼料を 1 日に体

重の 1.50%給与する H区、0.75%給与する L 区、

体重 190kg に達するまで 0.75%その後 1.50%
給与する LH区を設定して体重 250kg超まで肥
育し、屠体成績を得た。一方タイ‐ケダー雄
牛に対し 2 つの栄養水準(前期低栄養－後期

高栄養(LH 区)および全期間高栄養(H 区))を
設定し、体重 300kg 超まで肥育し、屠体成績
を得た。 

 

(2)ネパール国の小規模農家と大規模な国立
牧場において育成水牛の体重と体格の測定

値から体重推定式を算出するとともに、異な

る飼養条件下での水牛の成長の相違を調べ

た。 

 

(3)ネパール国のタライ地域と丘陵地域で

牛・水牛を飼養する小規模農家を選定し、給

与飼料とその栄養価の季節変化を調査した。 

 

(4)今後利用可能で家畜生産に有効と考えら

れる粗飼料および濃厚飼料源について、ヤギ
を用いた消化試験と水牛の嗜好性試験を行
った。 

 

４．研究成果 

(1)ムラー種雄水牛において温枝肉重量およ

び枝肉歩留に区間差はなかった。かたばらの

重量は L 区が他の 2 区に比較して小さかった

(p＜0.05)。心臓、肝臓および腎臓重量は H
区が L 区に比較して大きかった(p＜0.05)。代
謝試験の結果、H 区の DM、OM、CP 消化率およ

び窒素蓄積量が LH区と L区に比較して高かっ

た(p＜0.05)。タイ‐ケダー雄牛においては温
枝肉重量、枝肉歩留、部分肉重および内臓重

量に明らかな区間差は認められなかった。 

 

(2)胸囲と腰角幅から精度よく体重推定式が

算出できる他、飼養条件の違いが水牛の成長

に影響していることが示唆された。また、小
規模農家に比較して大規模な国立牧場の水

牛の成長は早く、飼養改善等によって効率的

な育成が可能と考えられた。 

 

(3)タライ地域のチトワン郡では、乾物、TDN、

CP、カルシウムおよびリンの給与量は暑乾季

が雨季および涼乾季に比べて低く(p＜0.05)、
DM、TDN および CP は所要量より低かった。丘
陵地域のグルミ郡およびゴルカ郡では、給与

されていた作物残渣と草類に比較して樹葉
の種数は圧倒的に多く、乾季における重要な

CP 源と考えられた。 

 

(4)ジャックフルーツ葉部およびオヒシバの

乾物、CP、NDFom、ADFom の消化率は稲わらに

比較して高く(p＜0.05)、有用な粗飼料源と

考えられた。また、市販の濃厚飼料原料を乾
物比で 30%程度ビール粕に置き換えた発酵
TMR の発酵品質は良好で、NDFom、ADFom の消

化率は濃厚飼料に比較して高く(p＜0.05)、
水牛に対する嗜好性は濃厚飼料と同等かそ

れ以上であることから、濃厚飼料に代替可能

と考えられた。 
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